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甘
田
町
防
災
訓
練

ま
ち
の
話
題

11
月
２
日
㈰
、甘
田
町
自
治
会
自
主
防
災
会
の
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
、約
２
０
０
人
が
参
加
し
、高
田
消
防
署
職
員
に
よ

る
応
急
手
当
の
指
導
、班
別
対
抗
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、甘
田
町

消
防
隊
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
で
の
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

甘
田
町
自
治
会
で
は
、平
成
17
年
に
自
主
防
災
会
を
設

立
し
て
か
ら
、定
期
的
な
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
の
整

備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、平
成
21
年
度
に
は
、奈
良

県
防
災
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
近
隣
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
、自
分
た
ち
の

地
域
を
守
れ
る
よ
う
に
、み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

放
火●

家
の
ま
わ
り
に
、燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●

隣
近
所
で
声
を
か
け
あ
っ
て
、夜
間
は
家
の
ま
わ
り
を
で
き
る
だ
け
明
る
く
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
、放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
心
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
ろ

●「
消
し
忘
れ
」「
使
用
ミ
ス
」「
引
火
」が
出
火
の
主
な
原
因
で
す
。こ
ん
ろ
を
使
用

中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ

●「
寝
た
ば
こ
」や「
く
わ
え
た
ば
こ
」は
厳
禁
で
す
。

●

灰
皿
は
、こ
ま
め
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
元
に
は
十
分
に
注
意
し
、火
の
用
心
を
心
が
け
、良
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署
☎
２
５・０
１
１
９
〕

12
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

こ
れ
か
ら
年
末
特
有
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、火
の
取
り
扱
い
に
対
す

る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
な
ど
、火
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
、空
気
の
乾
燥

に
よ
り
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
、火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
元
に
は
十
分
に
注
意
し
、火
の
用
心
を

心
が
け
、良
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署
☎
２
５・０
１
１
９
〕

年
末
火
災
予
防
運
動

家
庭
の
防
火
対
策 

は
、し
っ
か
り
で
き
て
い
ま
す
か
？

▽
と
き　

平
成
27
年
1
月
6
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

橿
原
運
動
公
園
駐
車
場

（
橿
原
市
慈
明
寺
町
）

▽
内
容　

式
典
・
分
列
行
進
・
放
水
演
習

※
雨
天
時
は
、さ
ざ
ん
か

ホ
ー
ル
で
式
典
の
み
を

行
い
、分
列
行
進・放
水
演

習
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

連
合
消
防
出
初
式

自
治
振
興
課

内
線
２
２
１
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Colleen（コリーン）さん
は、毎年交換学生制度の
お手伝いをしています。

コリーンさんからのお便り
リズモーのこのごろ

Christmas in Australia.Celebrations for Christmas usually start at the beginning of November with shops constantly reminding us of how close Christmas is and how many shopping days left. I try to make my Christmas cake before the end of November, I use a recipe handed down from my mother and it is very popular with the family.Early December I compile a Christmas letter to send to friends telling them of our family's 
years events, it is very comprehensive, needless to say a lot happens in our lives in a year. 
The schools have an end of year concert in December which is attended by parents and 
grandparents.
Christmas Day is often hot seeing as it is summer, the traditional Christmas meals were hot with turkey, ham and all the trimmings but recently people have been changing to the more practical cold meals with seafood and salads.
It is a time of family gettogethers and gift giving. Especially popular with children as they anticipate Santa's visit.

オーストラリアのクリスマス
クリスマスのお祝いの準備は、11月の初旬から始まります。この時期になると、町のお店からは、クリスマスがもう近づいてきていること、そして、クリスマス当日までに、あと何日買い物できる日が残っているかということが、絶えず伝えられます。私は、11月が終わるまでに、クリスマスケーキを作ろうと思っています。母から受け継いだレシピで作るケーキは、家族から大変人気があります。

12月に入ると、友人へ送るクリスマスの手紙を準備します。手紙には、この１年で家族にあった出来事を書いて知らせます。家族がどんな年を過ごしたかを伝えるもので、1年の出来事を、事細かに書く必要はありません。また、学校では、年末の音楽会が行われ、生徒の両親や祖父母が参加します。オーストラリアのクリスマスは夏なので、当日は暑いことがほとんどです。伝統的なクリスマスの食事は、ターキーやハムなどのあたたかい食事に付け合わせでしたが、最近では、魚介のメインにサラダのような、季節にあわせたひんやりとした食事へと変わってきています。クリスマスは、家族が集まりプレゼントを贈る日です。特に、サンタがやってくることを心待ちにしている子どもたちにとっては、楽しい1日です。

▲クリスマスの食事

▲ゴールドコーストにある大型ショッピングセンター
この時期には、店内も綺麗に装飾されます

▲サンタの隣には、半そでの子どもが！夏のクリスマスならではの光景です

Nowadays in Lismore
from Colleen

オーストラリアでは、ドライフルーツや洋酒を使った日持ちするケーキが主流です。11月中にケーキを焼いて保存し、クリスマス当日に食べます。

（英文は、原文のとおりです）
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大
和
高
田
市
で
は
、市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
概
要
を
、毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

●

普
通
会
計
と
は
、一
般
会
計
に
一
部
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
で

す（
公
営
企
業
会
計
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

●

一
般
行
政
職
と
は
、総
職
員
数
か
ら
教
育
職
、医
療
職
、福
祉
職
、技
能

労
務
職
、企
業
職
な
ど
を
除
い
た
も
の
で
す
。

●

平
成
14
年
１
月
か
ら
当
分
の
間
、特
別
職
な
ど
の
給
料
、一
般
職
の
管

理
職
手
当
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

●

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
、期
末
手
当
を
市
長
は
50
％
、副

市
長
は
30
％
、教
育
長
は
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
の
概
要

1 

総
括

（1）
人
件
費
の
状
況

（
平
成
25
年
度
普
通
会
計
決
算
）

住民基本台帳人口
（平成25年度末）

68,524 人
（平成26年３月31日）

歳出額（A） 23,349,363千円

実質収支 957,243千円

人件費（B） 4,144,616千円

人件費率  （Ｂ）／（Ａ） 17.8％

（参考） 
24年度の人件費率 18.5％

※
平
成
25
年
度
の
、歳
出
額
に
対
す

る
人
件
費
の
割
合
で
す
。

※
人
件
費
に
は
、特
別
職
に
支
給
さ
れ

る
給
料
、報
酬
な
ど
を
含
み
ま
す
。

職員数（A） 472人

給
与
費

給料 1,832,759千円

職員手当 277,175千円

期末・勤勉手当 647,216千円

計（B） 2,757,150千円

1 人当たり
給与費（Ｂ）／（Ａ） 5,841千円

※
平
成
26
年
度
の
職
員
数
と
、職
員

1
人
当
た
り
の
平
均
年
間
給
与
費

で
す
。

※
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
を
含

み
ま
せ
ん
。

（2）
職
員
給
与
費
の
状
況

（
平
成
26
年
度
普
通
会
計
予
算
）

大和高田市 国

平均年齢 46.1歳 43.5歳

平均給料月額 336,577円 335,000円

平均給与月額 400,273円 408,472円

大和高田市 国

大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円
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職
員
の
平
均
給
与
月
額
、

　 

初
任
給
な
ど
の
状
況

（1）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
平
均

年
齢
、平
均
給
料
月
額
、平
均

給
与
月
額
の
状
況

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

（2）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
初
任
給

の
状
況（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 事務員・技術員 30人 10.7％

2級 主事 18人 6.4％

3級 主任 61人 21.7％

4級 係長・主査 71人 25.3％

5級 課長補佐 46人 16.4％

6級 次長・課長 45人 16.0％

7級 部長 10人 3.6％

計 281人 100％

経験年数 大学卒 高校卒

10 年 260,550円 −

15 年 301,233円 −

20 年 351,971円 305,333円
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一
般
行
政
職
の
級
別
職
員

数
な
ど
の
状
況

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

※
経
験
年
数
と
は
、卒
業
後
直
ち
に
採

用
さ
れ
、引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
、採
用
後
の
年
数
を
い
い
ま
す
。

※
大
和
高
田
市
の
、給
与
条
例
に
基
づ

く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
、職
員

数
で
す
。

※
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
級
に
該
当
す
る
、代
表
的
な
職

務
で
す
。

（3）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
経
験
年
数

別・学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状

況（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

大　和　高　田　市 国
（支給率）自己都合 勧奨・定年（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.62 月分 27.025 月分 勤続20年 21.62 月分 27.025 月分
勤続25年 30.82 月分 36.57 月分 勤続25年 30.82 月分 36.57 月分
勤続35年 43.7 月分 52.44 月分 勤続35年 43.7 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分 最高限度額 52.44 月分 52.44 月分
1人当たり
平均支給額 2,445千円 24,883千円

その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）

（2）
退
職
手
当（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

※
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支
給

額
は
、平
成
25
年
度
に
退
職
し
た
職

員
に
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
す
。

4 

職
員
の
手
当
の
状
況

（1）
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

大　和　高　田　市  国

1人当たり平均支給額
（平成25年度）1,301千円

（25年度支給割合） （25年度支給割合）
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.675月分 6月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分 12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分 計 2.60月分 1.35月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
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大和高田市職員の給与・定員管理などの詳しい内容は、市のホームページで、平成 27 年3月ごろ、公表する予定です。
  URL  http://www.city.yamatotakada.nara.jp/

支給実績
（平成25年度決算） 0円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額 0円

支給対象地域 市内全域

支給率 0％

支給対象職員数 0人

国の制度（支給率） 6％

支給実績
（平成25年度決算） 408,926千円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額（25年度決算） 712,415円

職員全体に占める手当支
給職員の割合（25年度） 62.3％

手当の種類（手当数） 16種類

（3）
地
域
手
当（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

（4）
特
殊
勤
務
手
当

　

 

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

平成 25 年度

支給実績
（25年度決算） 174,498千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 283千円

平成 24年度

支給実績
（24年度決算） 156,935千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 256千円

（5）
時
間
外
勤
務
手
当

（6）
そ
の
他
の
手
当

　

 

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

区分 内　　容 国の制度との差異

扶
養
手
当

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合、1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　（1人につき）…5,000円加算

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合、1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　 （1人につき）…5,000円加算

住
居
手
当

○借家・借間…最高支給限度額 27,000円
○持ち家…0円

○借家・借間…最高支給限度額27,000円
○持ち家…0円

通
勤
手
当

○交通機関利用…最高支給限度額 55,000円
○交通用具（自転車・自動車など）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）

○交通機関利用…最高支給限度額55,000円
○交通用具（自転車・自動車など）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）
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部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由
　（
各
年
４
月
１
日
現
在
）

5 

特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況　

 

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

※職員数は、一般職に属する職員数です。
※【　　】内は、条例定数の合計です。

※給料・報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※報酬の欄の、議長、副議長、議員の金額については、平成
　23年3月議会で議員提案され、減額改定があった後の金額
　となっています（従前は、議長 670,000 円、副議長
　580,000 円、議員 540,000 円）。
※退職手当の「1 期の手当額」は、4月1日現在の給料月額
　および支給率に基づき、1 期（4 年＝ 48 月）勤めた場合に
　おける、退職手当の見込額です。

区   分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成25年度 平成26年度

一
般
行
政
部
門

議会 5 6 1 議会事務局増員

総務 66 68 2 自治振興課増員 選挙管理委員会増員

税務 26 29 3 収納対策室増員

労働 0 0

農水 4 4

商工 6 6 産業振興課減員 企画法制課増員

土木 35 35

民生 117 133 16 保育課保育所増員 社会福祉課増員 保護課増員

衛生 69 70 1 健康増進課増員

小計 328 351 23 〈参考〉
人口1万人当たり職員数 51.22人

特
別
行
政

部
門

教育 114 117 3 生涯学習課増員　商業高校教諭増員

小計 442 468 26 〈参考〉
人口1万人当たり職員数 68.30人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 440 461 21 市立病院、看護師・技師・助産師等増員

水道 20 20

下水道 7 7

その他 33 31 △2 保険医療課減員

小計 500 519 19

合　計 942
【1,303】

987
【1,303】

45 〈参考〉
人口1万人当たり職員数144.04人

区分 給　料　月　額　等

給
料

市　長 ・・・・・ 784,000円（980,000円） ※ 20％減額

副市長 ・・・・・ 648,000円（810,000円） ※ 20％減額

報
酬

議　長 ・・・・・ 618,000円（618,000円）

副議長 ・・・・・ 535,000円（535,000円）

議　員 ・・・・・ 498,000円（498,000円）

期
末
手
当

（平成26年度支給割合）

市長は50％、副市長は
30％減額しています。  市　長

  副市長

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

（平成26年度支給割合）

  議　長
  副議長
  議　員

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

退
職
手
当

（算定方式） （1期の手当額）　　（支給時期）

市　長 980,000円×在職月数×0.5 23,520,000円　 （任期毎）

副市長 810,000円×在職月数×0.3 11,664,000円　 （任期毎）

{

{
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試験 選考 計

一般
行政職 24 0 24

教育職 2 0 2

医療職 37 13 50

計 63 13 76

定
年

定年前
早期
退職

自己
都合

その
他 計

一般行政職 15 2 3 0 20

技能労務職 1 0 0 1 2

教 育 職 3 0 1 0 4

医 療 職 2 0 34 0 36

計 21 2 38 1 62

1 
職
員
の
任
免
に
関
す
る
状
況

（1）
採
用
者
の
状
況
（
平
成
25
年
度
）

※
奈
良
県
か
ら
の
派
遣
職
員
5
名

　
（
一
般
行
政
職
1
名
、教
育
職
4
名
）

（2）
退
職
者
の
状
況
（
平
成
25
年
度
）

2 

職
員
の
給
与
の
状
況

（1）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、国
家

公
務
員
の
給
料
を
１
０
０
と
し
た

と
き
の
、本
市
職
員
の
給
料
の
水
準

を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

●

平
成
24
年
度
…
102
・
７（
94
・
８
）

●

平
成
25
年
度
…
104
・
６（
96
・
５
）

平
成
24
、25
年
度
に
つ
い
て
は
、国
家

公
務
員
は
東
日
本
大
震
災
復
興
財

源
捻
出
の
た
め
、平
均
７・８
％
の
給

与
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
お
り
、（　

）内
は
、

市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

減
額
措
置
が
な
い
場
合
の
値
で
す
。

（2）
給
与
抑
制
措
置
の
状
況

〈
一
般
職
〉

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
、地
域
手
当
６
％
を

０
％
に
削
減
し
て
い
ま
す
。ま
た
、管

理
職
手
当
は
、平
成
14
年
１
月
１
日

か
ら
段
階
的
に
削
減
し
、平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
は
、医
療
職・
教
育

職
以
外
の
職
で
定
額
制
と
し
、さ
ら

に
減
額
し
て
い
ま
す
。期
末
勤
勉
手

当
に
か
か
る
役
職
加
算
に
つ
い
て
も
、

平
成
16
年
12
月
か
ら
、削
減
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。特
殊
勤
務
手
当

は
、平
成
17
年
４
月
に
大
幅
見
直
し

（
廃
止・減
額
）を
行
い
ま
し
た
。

〈
常
勤
の
特
別
職
〉

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
14
年

１
月
１
日
か
ら
、報
酬
を
市
長
15
％
、

助
役・収
入
役・教
育
長
10
％
削
減
し
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
は
、４
役

と
も
に
15
％
削
減
し
、平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
は
、市
長
、副
市
長
、教

育
長
と
も
に
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
の
間
、期
末

手
当
を
、市
長
50
％
、副
市
長
30
％
、

教
育
長
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

3 �

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

　 

勤
務
条
件
の
状
況

（1）
職
員
の
勤
務
条
件
、休
憩・
休
息

時
間
の
概
要（
平
成
26
年
４
月
１

日
現
在
）

職
員
の
勤
務
時
間
は
、一
部
の
施

設
な
ど
を
除
き
、午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す（
こ
の

う
ち
、60
分
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま

す
）。１
日
７
時
間
45
分
、週
38
時

間
45
分
勤
務
し
て
い
ま
す
。

（2）
職
員
の
年
次
休
暇
の
概
要
と

　

取
得
状
況

労
働
基
準
法
の
規
定
に
従
い
、原

則
と
し
て
、１
年
に
20
日
の
有
給
休

暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●

平
成
25
年
中（
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
）の
平
均
取
得
日
数
…
9.5
日

4 �

職
員
の
分
限
処
分
・

　 

懲
戒
処
分
の
状
況

（1）
分
限
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
25
年
度
）

分
限
処
分
と
は
、公
務
の
能
率
の

維
持
と
、そ
の
適
正
な
運
営
の
確
保

の
た
め
に
行
う
処
分
で
す
。

処分事由 降任 免職 休職 降給

勤務実績が良くない場合 1
心身の故障の場合 1 44
職に必要な適格性を欠く場合

職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

計 2 0 44 0

※
同
一
の
者
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て

処
分
に
付
さ
れ
た
場
合
、そ
の
数

を
重
複
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

（2）
懲
戒
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
25
年
度
）

処分事由 戒告 減給 停職 免職

法令に違反した場合 1

職務上の義務に違反
しまたは職務を怠っ
た場合

全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行の
あった場合

計 1 0 0 0

5 �

職
員
の
服
務
の
状
況

〈
服
務
に
関
す
る
基
本
原
則
の
概
要
〉

●

法
令
等
及
び
上
司
の
職
務
上
の

命
令
に
従
う
義
務

●

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

●

秘
密
を
守
る
義
務

●

職
務
に
専
念
す
る
義
務

●

政
治
的
行
為
の
制
限

●

争
議
行
為
等
の
禁
止

●

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限

6 �

職
員
の
研
修
の
状
況

（1）
人
材
育
成
基
本
方
針
の
概
要

職
員
の
能
力
開
発
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
事
項
を
明
確
に
し
、
能
力
開

発
に
関
す
る
諸
施
策
実
施
の
基
準

と
す
る
た
め
、
平
成
17
年
４
月
に

｢
大
和
高
田
市
人
材
育
成
基
本
方

懲
戒
処
分
と
は
、公
務
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
、職
員
の一
定
の
義
務
違
反

に
対
し
て
、道
義
的
責
任
を
問
う
処

分
で
す
。地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

規
律
と
、公
務
遂
行
の
秩
序
の
維
持

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

針｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

（2）
研
修
方
針

平
成
26
年
度
職
員
研
修
は
、
人

材
育
成
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
対

応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
、
困
難

な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
問
題

発
見
・
解
決
能
力
、
行
政
の
公
正
さ

や
透
明
性
を
確
保
す
る
う
え
で
必

要
な
法
務
能
力
な
ど
の
養
成
や
、
職

場
で
の
人
材
育
成
・
自
己
啓
発
の
支

援
を
中
心
に
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

7 �

職
員
の
福
祉・

　 

利
益
の
保
護
の
状
況

〈
公
務
災
害
補
償
の
概
要
と

実
施
状
況
〉（
平
成
25
年
度
）

公
務
上
の
災
害（
負
傷
、疾
病
、障

が
い
、ま
た
は
死
亡
）ま
た
は
通
勤
に
よ

る
災
害
を
受
け

た
場
合
、地
方

公
務
員
災
害

補
償
基
金
か
ら
、

一
定
の
補
償
が

な
さ
れ
ま
す
。

認定件数 傷病 死亡

公務上の
災害 10 0

通勤途上の
災害 0 0

8 �

公
平
委
員
会
の
業
務
の
状
況

　
（
平
成
25
年
度
）

●

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
…
０
件

●

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申

し
立
て
…
０
件

●

職
員
の
苦
情
処
理
…
０
件

9 ��

公
益
通
報
及
び
不
当
要
求
行
為

　 

に
つ
い
て
の
状
況
（
平
成
25
年
度
）

●

公
益
通
報
の
件
数
…
０
件

●

不
当
要
求
行
為
の
件
数
…
０
件

〔
人
事
課　

内
線
２
１
３
〕

5



平
成
26
年
度
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒

章
に
お
い
て
、永
年
に
わ
た
っ
て
、各
々

の
分
野
で
尽
力
さ
れ
た
２
名
と
１
団
体

が
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

阪
口　
　

治
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

杉
田　

正
利
さ
ん

旭
日
単
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

堀
本　

清
三
さ
ん

緑
綬
褒
章

（
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

秋
の
叙
勲
・

褒
章

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

第
23
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
お

い
て
、永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
労

に
よ
り
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

▷対象　市内公立小学校に平成27年度在籍を予定し、放
課後、保護者などが保育できない家庭の児童
※現在入所中で、継続して希望する人も、申し込みが必

要です。
※平成27年度新1年生も、申し込みが必要です。

▷受付期間　12月1日㈪～ 26日㈮
午前8時30分～午後5時15分

※12月18日㈭・25日㈭は、午後7時30分まで。
※土・日曜日・祝日は、受け付けしていません。

▷受付場所　学校教育課（市役所2階）
▷保育時間

● 平日授業がある日　放課後～午後6時
● 平日授業がない日　午前9時～午後6時
※土曜日は、午後5時30分まで。
※日曜・祝日・夏期（8月12日～16日）・年末年始（12月28日

～1月4日）・3月31日（ホーム休所日）は、閉所
▷必要書類

①児童ホーム入所申請書　②勤務状況証明書
③承諾書（仕事の都合などで保護者が迎えにくることがで

きない場合は、提出が必要）
※児童ホーム入所申請書は、12月1日㈪より、学校教育

課で配布
※市ホームページからも、申請書一式をダウンロード可

▷入所決定　平成27年2月上旬ごろ
▷保育料　月額4,000円（2人目以降は月額2,500円）
※傷害保険への加入が必要です（年額4,000円）。

〔学校教育課　内線152〕

◎募集こども園（短時間利用児）

※申込者数が募集人員を超えた場合は、抽選
◎入園該当児の生年月日

● 5歳児クラス　平成21年4月2日〜平成22年4月1日生まれ
● 4歳児クラス　平成22年4月2日〜平成23年4月1日生まれ
● 3歳児クラス　平成23年4月2日〜平成24年4月1日生まれ

◎保育時間
月～金曜日の午前8時30分～午後2時
※3歳児は、園生活に慣れるまでの一定期間は、午前中

のみの保育とし、給食は実施しません。詳しくは、各園
で確認してください。

▷費用
保育料：年額75,600円（月額6,300円×12か月）
給食費：月額 4,100円
※他に、保育材料などの諸費が必要
預かり保育：1回200円
※費用については、変更する場合があります。

▷申込方法　12月12日㈮（受付：平日の午前8時30分～午
後5時15分）までに、市役所2階学校教育課へ。
※印鑑があれば、その場で提出できます。

〔学校教育課　内線151〕

平成27年度児童ホーム入所案内 平成２７年度 市立こども園
（短時間利用児）二次募集

募集年齢 募集人数

高田こども園
3歳児 6人
4歳児 3人
5歳児 0人

土庫こども園
3歳児 11人
4歳児 18人
5歳児 15人

手話サークルかつらぎ
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選
奨
式

市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰

11
月
３
日
文
化
の
日
、「
大
和
高
田
市
選
奨
条
例
」
に
基
づ
い
て
、
11
名
の
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
、
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
、永
年
に
わ
た
り
活
動
に
尽
力
し
、顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
な
お
一層
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
選
奨
条
例
に
基
づ
く

受
章
者

多
年
に
わ
た
り
、本
市
町

総
代
と
し
て
地
方
自
治
の
伸

展
に
努
め
ら
れ
、地
域
社
会

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商

工
業
の
育
成
指
導
に
努
め
ら

れ
、産
業
と
地
域
経
済
の
伸

展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績

に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と

し
て
会
員
の
育
成
に
努
め
ら

れ
、高
齢
者
の
つ
な
が
り
と
生

き
が
い
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民

生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
活
動
に
献
身
さ
れ
る
と
と

も
に
、同
協
議
会
連
合
会
幹

事
と
し
て
民
生
の
安
定
と
市

民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
消
防
団
分

団
長
と
し
て
市
民
生
活
の
安
全
と

災
害
の
予
防
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も

に
、後
進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
消
防
団
分

団
長
と
し
て
市
民
生
活
の
安
全
と

災
害
の
予
防
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も

に
、後
進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
町

総
代
と
し
て
地
方
自
治
の
伸

展
に
努
め
ら
れ
、地
域
社
会

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商

工
業
の
育
成
指
導
に
努
め
ら

れ
、産
業
と
地
域
経
済
の
伸

展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績

に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民

生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福

祉
活
動
に
献
身
さ
れ
る
と
と

も
に
、同
協
議
会
連
合
会
会

計
と
し
て
民
生
の
安
定
と
市

民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、地
域
歯

科
医
療
の
発
展
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、本
市
歯
科
医

師
会
副
会
長
と
し
て
広
く
歯

科
保
健
活
動
の
推
進
に
尽
く

さ
れ
た
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
会
長
と
し
て
、ま
た
多

様
な
活
動
を
と
お
し
、男
女
共
同
参

画
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
、豊
か
な
市

民
社
会
の
実
現
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

●
地
方
自
治
功
労
者

　

村
島　

靖
一
郎
さ
ん

●
商
工
功
労
者

　

松
田　

武
久
さ
ん

●
厚
生
援
護
功
労
者

　

本
條　

由
長
さ
ん

●
民
生
功
労
者

　

吉
田　

小
夜
子
さ
ん

●
消
防
功
労
者

　

佐
々
木　

順
久
さ
ん

●
消
防
功
労
者

　

平
井　

正
さ
ん

●
地
方
自
治
功
労
者

　

原
田　

忠
夫
さ
ん

●
商
工
功
労
者

　

髙
井　

俊
英
さ
ん

●
民
生
功
労
者

　

上
田　

清
介
さ
ん

●
保
健
衛
生
功
労
者

　

辻
阪　

広
介
さ
ん

●
共
生
社
会
推
進
功
労
者

　

槇
村　

久
子
さ
ん
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平
成
27
年
度
か
ら
、

軽
自
動
車
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

①　

原
動
機
付
自
転
車
、二
輪
の
軽
自
動
車
、小

型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動

車
に
係
る
標
準
税
率
を
、
現
行
の
約
1.5
倍
に

引
き
上
げ
る
（
た
だ
し
、
引
き
上
げ
後
の
税

率
が 

２
、０
０
０
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、 

２
、０
０
０
円
と
す
る
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
月

か
ら
起
算
し
て
、
13
年
を
経
過
し
た
三

輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
改
正

後
の
標
準
税
率
の
お
お
む
ね
20
％
の
重

課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
電
気
軽
自
動
車
、
天
然
ガ

ス
軽
自
動
車
、メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車
、

混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車
、
ガ
ソ
リ

ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る

電
力
併
用
軽
自
動
車
な
ら
び
に
被
け
ん

引
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
は
、
平
成
15
年
3
月
31

日
以
前
に
、
初
め
て
車
両
登
録
さ
れ

た
軽
自
動
車
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

１
．
軽
自
動
車
税

２
．
経
年
車
重
課
の
導
入

（
平
成
28
年
度
か
ら
）

区　　　分
標準税率（年額）
現　行 改正後

原動機付
自転車

総排気量 0.05ℓ以下または、定格出力 
0.6kW 以下のもの 1,000円 2,000円

二輪のもので、総排気量 0.05ℓ超 0.09ℓ以下
または、定格出力 0.6kW 超 0.8kW 以下のもの 1,200円 2,000円

二輪のもので、総排気量 0.09ℓ超 0.125ℓ以下
または、定格出力 0.8kW 超　1.0kW 以下のもの 1,600円 2,400円

三輪以上のもので、総排気量が 0.02ℓ超　0.05ℓ以下
または、定格出力が 0.25kW 超　0.6kW 以下のもの 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車（総排気量 0.125ℓ超　0.25ℓ以下） 2,400円 3,600円

小型特殊
自動車

農耕作業用 （トラクターなど乗用のもの） 1,600円 2,400円

その他（フォークリフトなど） 4,700円 5,900円

二輪の小型自動車（総排気量 0.25ℓ超） 4,000円 6,000円

区　　　分
標準税率（年額）

現　行 改正後

三　　輪 3,100円 3,900円

四輪以上

乗用のもの
営業用 5,500円 6,900円

自家用 7,200円 10,800円

貨物用のもの
営業用 3,000円 3,800円

自家用 4,000円 5,000円

区　　　分 重課後の税率
（年額）

三　　輪 4,600 円

四輪
以上

乗用
のもの

営業用 8,200 円

自家用 12,900 円

貨物用
のもの

営業用 4,500 円

自家用 6,000 円

②　

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
係

る
標
準
税
率
を
、自
家
用
乗
用
車
は
、現
行
の

1.5
倍
に
、そ
の
他
の
区
分
の
車
両
は
、現
行
の

１
・
25
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
適
用
さ
れ
る
の
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日

以
後
に
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け

た
も
の
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、

登
録
の
あ
る
中
古
車
両
は
、
現
行
の
標
準

税
率
の
ま
ま
で
す
。

〔
税
務
課　

市
民
税
係　

内
線
２
６
９
〕

▽
募
集
人
員　

30
名（
推
薦
含
む
）

▽
修
業
年
限　

３
年

▽
受
験
資
格

●
一
般
入
試
…
⑴
高
等
学
校
卒
業
者
、⑵
平
成

27
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
、⑶
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人

●

社
会
人
入
試
…
⑴
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
満
23
歳
以
上
の
人
、⑵
高
等
学
校
卒
業

者
、⑶
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人

▽
受
験
料　

２
０
、０
０
０
円（
指
定
の
受
験
料

納
付
書
で
、銀
行
振
込
）

▽
願
書
受
付
期
間　

12
月
16
日
㈫
～
25
日
㈭【
必
着
】

▽
試
験
日

　

平
成
27
年
１
月
22
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
立
看
護
専
門
学
校

※
出
願
書
類
・
手
続
き
、試
験
科
目
な
ど
、詳
し

く
は
、市
立
看
護
専
門
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ym

-hp.yam
atotakada.

nara.jp/gakko/

）、ま
た
は
左
記
へ
。

〔
市
立
看
護
専
門
学
校　

☎
５
３・２
９
０
１
〕

市
立
看
護
専
門
学
校

平
成
27
年
度
学
生
募
集
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精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て

・
対
象
を
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
ま
で
実
施
す
る
考
え

が
あ
る
の
か市

政
会　

萬
津
議
員

  

平 成 2 6 年 ９ 月

定 例 市 議 会

つ
い
て

市
政
会　

島
田
議
員

大
変
財
政
状
況
の
厳
し
い

中
で
の
就
任
で
あ
っ
た
。財

政
の
立
て
直
し
が
一
番
の
取
り
組
み

と
し
て
１
期
目
、２
期
目
の
８
年
を

費
や
し
、財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ

し
て
き
た
。こ
の
間
ど
う
し
て
も
必

要
な
中
和
幹
線
の
開
通
や
、就
学

前
の
子
ど
も
の
施
設
で
あ
る
認
定

こ
ど
も
園
構
想
を
立
て
、子
育
て

支
援
も
含
め
た
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。元

気
な
高
田
、誇
れ
る
高
田
の
後
ろ
に
、

「
夢
」を
か
た
ち
に
し
た
い
と
い
う

思
い
の
３
期
目
で
あ
る
。市
民
を
は

じ
め
、す
べ
て
の
人
に
８
年
間
一
緒
に

辛
抱
し
て
い
た
だ
き
、や
っ
と
財
政
的

な
基
盤
が
固
ま
っ
た
中
で
、今
年
度

市
立
病
院
放
射
線
治
療
棟
の
建
設

工
事
に
着
手
し
た
。着
手
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、高
齢
化
社
会
の
中
で
、市

立
病
院
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
と
、

高
齢
者
医
療
と
い
う
柱
は
外
す
こ

と
が
で
き
な
い
。が
ん
の
放
射
線
治

療
を
進
め
る
と
と
も
に
、高
齢
者
医

療
も
し
っ
か
り
と
並
行
し
て
行
う
こ

と
を
確
認
し
て
進
め
て
い
る
。

任
期
満
了
ま
で
精
一
杯
努
力
す
る

こ
と
が
、私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

い
て
も
、重
度
な
障
が
い
で
あ
る
１

級
か
ら
の
実
施
と
し
た
。２
級
対
象

者
の
人
数
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、本
市
と
し
て
は
、精
神
障

害
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
は
、２
級

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
も
、ま
ず
は

１
級
を
、平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
市
長
就
任
以
降
の
自
己
評
価
に

新
た
な
助
成
制
度
は
、精
神

障
が
い
に
か
か
る
医
療
を
含

む
保
険
診
療
す
べ
て
の
通
院
、入
院

に
つ
い
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
、福

祉
医
療
費
助
成
制
度
と
同
様
に
、

自
動
償
還
払
い
を
考
え
て
い
る
。そ

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
等
が
必
要

と
な
る
た
め
、県
内
12
市
で
、来
年

度
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
実
施
を

め
ざ
し
、改
修
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。現
行
の
心
身
障
害
者
医
療
制

度
と
同
様
に
、精
神
障
が
い
者
に
つ

平
成
26
年
９
月
定
例
市
議
会
は
、９
月
８
日
か
ら
19
日
ま
で
の
12
日
間
、開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、専
決
処
分
の
報
告
１
件
、人
事
案
件
２
件
、決
算
の
認
定
11

件
、補
正
予
算
案
５
件
、条
例
案
件
６
件
、契
約
案
件
１
件
、意
見
書
３
件
の
計
29

議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
同
意
・
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、18
・
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
一
般
質
問
で
は
、10
人
の
議
員
が
市
政
全

般
に
渡
っ
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の
一
部
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、人
事
案
件
で
は
、教
育
委
員
会
の
委
員
と
し
て
田
口
晴
義
氏（
新
任
）、

村
井
善
治
氏（
再
任
）の
任
命
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

答

一 般 質 問

問

問

平
成
26
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

８
、８
５
２
万
円
な
ど
可
決
答
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危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て

・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
青
少
年
対
策

に
つ
い
て

公
明
党　

堂
本
議
員

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
を

早
い
時
期
か
ら
知
ら
せ
る
こ

と
は
、青
少
年
に
と
っ
て
不
可
欠
な

も
の
と
考
え
て
い
る
。各
学
校
で
は
、

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
、こ

れ
ま
で
も
薬
物
乱
用
防
止
に
か
か

わ
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。小
学
校
高
学
年
で
は
、

保
健
体
育
の
学
習
の
中
で
、麻
薬
・シ

ン
ナ
ー・
た
ば
こ
の
害
と
と
も
に
、本

年
度
は
特
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て

も
学
習
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、中
学

校
や
高
等
学
校
で
は
、保
健
体
育
の

学
習
で
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、こ
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
有

害
性
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、警
察

署
の
職
員
や
薬
剤
師
等
を
講
師
と

す
る
講
義
や
、視
聴
覚
機
器
を
用

い
て
の
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、保
健
体
育
な
ど
の
教
科

指
導
や
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開

催
、保
護
者
へ
の
啓
発
な
ど
も
含
め

て
、薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

都
市
計
画
と
道
路
行
政
に
つ

い
て

・
以
前
よ
り
、本
郷
大
中
線
街
路

事
業
を
八
幡
神
社
か
ら
北
へ
進

め
、大
和
高
田
当
麻
線
と
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
り
、道
路
と
し
て
の

価
値
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
の
考
え
は
。

市
政
会　

戸
谷
議
員

都
市
計
画
決
定
を
受
け
て

か
ら
、か
な
り
の
年
数
が
た
っ

て
い
る
路
線
も
あ
り
、今
後
現
状
の

道
路
状
況
や
自
動
車
交
通
量
等
な

ど
を
踏
ま
え
、本
市
全
体
の
都
市

計
画
道
路
の
あ
り
方
を
含
め
て
、見

直
し
等
の
検
討
を
考
え
て
い
る
。道

路
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、都
市

計
画
道
路
の
本
郷
大
中
線
街
路
事

業
が
、南
本
町
地
内
の
市
町
通
り
か

ら
大
和
高
田
斑
鳩
線
の
県
道
ま
で

の
区
間
で
、残
す
と
こ
ろ
あ
と
５
地

権
者
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
う
ち
３
地

権
者
に
は
内
諾
を
得
て
い
る
状
況

で
あ
り
、引
き
続
き
地
権
者
及
び

地
元
住
民
の
協
力
の
も
と
、一
日
も

早
い
開
通
を
め
ざ
し
て
事
業
を
推

進
し
て
い
る
。ま
た
、大
和
高
田
当

麻
線
は
平
成
25
年
度
に
現
況
調
査

を
行
い
、本
年
度
に
一
部
設
計
を
実

施
し
、市
場
地
内
か
ら
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
震
・
洪
水
な
ど
災
害
対
策

に
つ
い
て

・
避
難
指
示
な
ど
の
発
動
に
つ
い

て
の
基
本
的
手
順
な
ど
に
つ
い

て

公
明
党　

砂
原
議
員

本
市
の
進
め
て
い
る
防
災
対

策
と
し
て
、瞬
時
に
住
民
の
皆

さ
ん
へ
災
害
予
測
及
び
緊
急
情
報

を
確
実
に
伝
え
、迅
速
な
身
の
安
全

の
確
保
や
被
害
軽
減
を
目
的
に
、ま

ず
第
１
段
階
と
し
て
市
内
８
小
学

校
の
屋
上
に
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設

置
し
、本
日
ま
で
に
各
小
学
校
単
位

に
試
験
放
送
を
実
施
し
、聞
こ
え
る

範
囲
の
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
は
、市
全
体
の
防
災
・
減

災
に
、迅
速
で
正
確
な
対
応
や
指

示
を
行
う
た
め
、警
察
署
・
市
立
病

院
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
所
に
、携

帯
型
の
無
線
機
８
台
を
増
設
し
、ま

た
避
難
所
等
に
も
簡
易
無
線
機
35

台
の
整
備
を
行
い
、広
範
囲
な
情

報
収
集
・
伝
達
・
避
難
所
開
設
等
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。さ
ら
に
、本
市
の
内
水
対
策

と
し
て
、現
在
、一
時
貯
留
地
の
設
置

や
、側
溝
水
路
の
か
さ
上
げ
・
据
え
つ

け
ポ
ン
プ
で
の
水
の
排
出
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

市
民
の
市
内
に
お
け
る
交
通

手
段
の
確
保
に
つ
い
て

・「
き
ぼ
う
号
」運
行
の
見
直
し
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

共
産
党　

沢
田
議
員

「
き
ぼ
う
号
」の
運
行
に
つ
い

て
は
、平
成
25
年
３
月
に
、本

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
よ
り
、市
民
ニ
ー
ズ
か
ら「
き
ぼ
う

号
」を
交
通
弱
者
の
バ
ス
と
位
置
づ

け
て
、市
民
が
買
い
物
や
通
院
な
ど

必
要
な
生
活
水
準
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
、公
共
施
設
や
中
心
市
街
地

の
周
回
性
を
高
め
、乗
り
継
ぎ
拠

点
の
整
備
を
行
い
、各
方
面
か
ら
の

利
便
性
を
確
保
す
る
等
の
基
本
方

針
の
内
容
で
報
告
を
受
け
た
。平
成

27
年
度
に
現
在
の
２
台
か
ら
３
台
に

増
や
し
、３
路
線
で
編
成
す
べ
く
結

節
点
を
設
け
て
、時
間
の
短
縮
等

を
図
る
な
ど
再
編
案
の
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。引
き
続

き
、「
き
ぼ
う
号
」の
ル
ー
ト
再
編
を

含
む
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
向

け
、し
っ
か
り
と
施
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い

て

共
産
党　

向
川
議
員

空
き
家
に
つ
い
て
は
、少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

に
よ
り
、適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
等
が
、防
災
・
衛
生
・

景
観
等
、地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の

保
護
・
生
活
環
境
の
保
全
・
空
き
家

の
活
用
の
た
め
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、国
は
、こ
の
秋
の
臨
時

国
会
に
、空
き
家
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
提
出
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。本
市
と
し
て

は
、国
の
空
き
家
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
今
後
の
動
向

を
十
分
に
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。空
き
店
舗
に
つ
い
て
は
、近
年
、

郊
外
型
の
大
店
舗
が
で
き
、商
店
街

の
空
洞
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。本
市
で

は
11
商
店
街
が
あ
り
、そ
の
う
ち
２

商
店
街
が
活
動
休
止
状
態
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、店
舗
数
で
は
、市
内

２
８
３
店
舗
の
う
ち
閉
店
店
舗
数

が
１
２
７
店
舗
あ
る
。今
後
、国
の

小
規
模
企
業
振
興
計
画
を
注
視

し
、対
策
を
検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
策
定
に
つ
い
て

・
総
合
管
理
計
画
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
考
え
はみ

ら
い　

平
郡
議
員

答

答

答

答

問

問

問 問

問

答問
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平 成 2 6 年 ９ 月

定 例 市 議 会

大
和
ガ
ス
の
担
当
者
か
ら
、

平
成
23
年
に
建
物
の
取
り

壊
し
の
作
業
に
入
っ
た
が
、大
き
な

建
物
で
あ
る
の
で
、次
の
年
の
１
月

１
日
を
挟
ん
で
の
取
り
壊
し
に
な
る

が
、課
税
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

相
談
が
あ
っ
た
。平
成
23
年
12
月
27

日
に
、固
定
資
産
税
の
係
員
と
当
時

の
管
理
職
２
名
で
地
調
査
を
お
こ

な
い
、現
地
の
確
認
を
し
た
。登
記

上
の
滅
失
日
は
平
成
24
年
８
月
８

日
に
な
っ
て
い
る
が
、不
動
産
登
記

法
上
の
滅
失
の
扱
い
と
、固
定
資
産

税
の
課
税
客
体
と
し
て
課
税
で
き
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
内
容
は
異

な
る
。参
考
に
し
て
い
る
実
務
書
や

判
断
す
る
た
め
の
資
料
等
を
確
認

し
て
、実
態
的
に
平
成
24
年
１
月
１

日
現
在
は
取
り
壊
し
作
業
中
で
あ

り
、滅
失
状
態
で
あ
る
と
判
断
を
し

た
た
め
、課
税
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
て
、減
免
を
し
た
の
で
は
な

い
。● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

●
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
す
る

周
知
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書

●
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

公
共
施
設
の
更
新
問
題
等
に

つ
い
て
は
、以
前
よ
り
問
題
提

起
を
い
た
だ
い
て
お
り
、さ
ら
に
国
、

県
か
ら
の
計
画
策
定
へ
の
要
請
な
ど

も
勘
案
し
、公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
に
向
け
、今
後
、取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
本
市
公
共
施
設
の
全
体
像
や
、

他
の
自
治
体
と
の
比
較
、分
析
な
ど

を
ま
と
め
た
公
共
施
設
白
書
を
最

初
に
作
成
し
、そ
れ
を
基
礎
資
料
に

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
へ
と

取
り
組
む
予
定
と
し
、現
在
公
共
施

設
白
書
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。ま
た
、公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
は
、中
長

期
を
見
据
え
た
計
画
で
あ
り
、本
市

の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
に
も
関

連
す
る
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
、早
急
に
計
画
を
ま
と
め
る
の
で

は
な
く
、市
全
体
と
し
て
最
適
な
方

策
を
十
分
検
討
す
る
期
間
や
、市

民
、議
員
各
位
の
ご
意
見
な
ど
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
組
織
の
結
成
状
況
に

つ
い
て

み
ら
い　

奥
本
議
員

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、地

域
住
民
の
自
主
的
な
初
動
活
動
や

地
域
で
の
救
援
・
避
難
誘
導
な
ど
、

地
域
住
民
の
力
を
結
集
し
た
自
主

防
災
組
織
に
よ
り
、地
域
の
防
災

力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。現
在
、自
主
防

災
組
織
結
成
率
は
、平
成
26
年
９

月
１
日
現
在
、54
・３
％
で
、40
団
体

が
す
で
に
結
成
さ
れ
、地
域
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、平
成
12
年
度

よ
り
、自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

活
動
さ
れ
て
い
る
自
治
会
に
対
し
、

そ
の
活
動
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
、市
よ
り
助
成
す
る
制
度
を
設

け
て
い
る
。引
き
続
き
、未
結
成
の

自
治
会
等
に
は
総
代
会
や
地
域
で

の
防
災
訓
練
、出
前
講
座
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
周
知
を
行
い
、

助
成
制
度
の
有
効
活
用
等
を
含

め
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、広
く
市
民
に

「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」と

い
う
意
識
の
高
揚
や
、組
織
結
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

旧
サ
テ
ィ
の
建
物
に
か
か
る

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

・
大
和
ガ
ス
所
有
後
の
課
税
に
つ
い

て
、な
ぜ
減
免
さ
れ
た
の
か

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

●
危
険
ド
ラ
ッ
グ（
脱
法
ハ
ー
ブ
）の

根
絶
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、ほ
か

10
議
案

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
認
定

平
成
26
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）、ほ
か
１

議
案賛

成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
26
年
度
大
和
高
田
市
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）、ほ
か
５
議
案

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
26
年
度
大
和
高
田
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）、ほ
か
３
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

お
詫
び
と
訂
正

本
誌
11
月
号
３
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
円
グ
ラ
フ
に
、錯
誤

が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、再
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、金
額
な
ど
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

答答

答

問

問

水道事業費用内訳　15億7,029万9千円

配水費
9億5,764万6千円給水費

7,930万4千円

総係費
2億1,120万6千円

減価償却費
2億4,023万7千円

営業外費用
5,597万6千円

その他
2,593万0千円
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建
設
工
事
、

測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

【
市
内
追
加・市
外
定
期
受
付
】

平
成
27
年
度
の
建
設
工
事
、測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
入
札
参
加
資
格
申

請
は
、市
内
業
者
の
追
加
受
付
お
よ
び
市

外
業
者
の
定
期
受
付
と
な
り
ま
す
。

な
お
、市
役
所
へ
の
参
加
申
請
書
を

提
出
し
た
場
合
、上
下
水
道
部（
水
道
部

門
）へ
の
提
出
は
、必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
26
年
に
申
請
し
た
市
内
業
者
は
、

今
回
、申
請
は
不
要
で
す
。

▽
対
象
事
業

商
業
施
設・・・卸
売・小
売
業
、宿
泊
業

（
旅
館
、ホ
テ
ル
）、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

工
業
等
施
設
・・
製
造
業
、運
輸
業

◎
施
設
設
置
奨
励
金

▽
要
件新

設
、増
設
、移
転
に
と
も
な
う
建

物
お
よ
び
償
却
資
産（
土
地
の
取
得
を

除
く
）の
取
得
に
要
し
た
費
用
が
、３
、

０
０
０
万
円
以
上
。た
だ
し
、償
却
資
産

の
み
の
場
合
は
、対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
奨
励
金

建
物
お
よ
び
償
却
資
産（
土
地
を
除

く
）の
固
定
資
産
税
額
の
５
割
相
当
額

を
、５
年
間
交
付
す
る
。

◎
雇
用
促
進
奨
励
金

▽
要
件施

設
設
置
奨
励
金
該
当
事
業
者

が
、開
業
日
前
後
90
日
の
間
に
、市
内

在
住
者
を
正
規
従
業
員
と
し
て
雇
用

し
、１
年
以
上
継
続
雇
用
す
る
こ
と
。

▽
奨
励
金

従
業
員
１
人
に
つ
き
20
万
円（
限
度

額
１
、０
０
０
万
円
）を
、１
回
限
り
交

付
す
る
。

▽
申
請
方
法

①
開
業
日
ま
で
に「
事
業
計
画
届
出

書
」を
市
に
提
出
し
、「
事
業
計
画

届
出
書
受
理
書
」を
受
け
て
く
だ
さ

い
。す
で
に
開
業
し
て
い
る
事
業
者

は
、対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
初
め
て
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ

た
年
度
の
翌
年
度
に
、「
奨
励
金
交

付
申
請
書
」を
市
に
提
出
し
、奨
励

金
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
書
類

●

事
業
計
画
届
出
書（
様
式
第
１
号
）

●

企
業
概
要

●

法
人
登
記
事
項
証
明
書（
個
人
・
住

民
票
の
写
し
）

●

建
築
確
認
書
済
証
の
写
し

●

定
款
ま
た
は
規
約
の
写
し（
個
人
・

事
業
概
要
が
わ
か
る
も
の
）

●

公
害
防
止
に
関
す
る
計
画
書

●

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

●

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
同

意
書（
様
式
第
２
号
）　

他

〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
４
８
〕

物
品
購
入
等・建
物
管
理
等

業
務
　
市
内・市
外
業
者

【
追
加
受
付
】

平
成
27
年
度
の
物
品
購
入
等
業
務
お

よ
び
建
物
管
理
等
業
務（
清
掃
・
警
備
・

建
物
管
理
）の
入
札
参
加
資
格
申
請（
追

加
受
付
）を
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
26
年
に
申
請
し
た
業
者
は
、今

回
、申
請
は
不
要
で
す
。

※
建
物
管
理
等
業
務
は
、法
人
の
み
の
受

付
で
す
。

※
水
道
関
連
の
物
品
の
参
加
申
請
は
、上

下
水
道
部（
水
道
部
門
）で
受
け
付
け

ま
す
。

▽
受
付
期
間

平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
土
・日・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
方
法

市
役
所
契
約
監
理
室
へ
持
参

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、不
可

▽
登
録
有
効
年
度

●

市
内
業
者　

平
成
27
年
度

●

市
外
業
者　

平
成
27
年
度・28
年
度

▽
提
出
書
類　

詳
し
く
は
、12
月
下
旬

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

〔
契
約
監
理
室　

内
線
６
７
３
〕

▽
受
付
期
間

平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

（
土
・日・
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
方
法

市
役
所
契
約
監
理
室
へ
持
参

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、不
可

▽
登
録
有
効
年
度

平
成
27
年
度
・
28
年
度

▽
提
出
書
類　

詳
し
く
は
、12
月
下
旬

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

〔
契
約
監
理
室　

内
線
６
５
２
〕

市
内
に
商
業
・
工
業
等
施
設
を
設
置
し
、

事
業
を
行
う
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
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高
齢
者
の
冬
対
策

冬
場
に
気
を
つ
け
た
い「
低
温
や
け
ど
」

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
こ
た
つ
、
湯
た
ん
ぽ
、

電
気
あ
ん
か
な
ど
、
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、気
を
つ
け
た
い
の
が「
低
温
や
け
ど
」で
す
。
こ
れ
ら
は
、

気
持
ち
よ
く
あ
た
た
ま
る
す
ぐ
れ
も
の
で
す
が
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
「
低
温
や
け
ど
」
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○「
低
温
や
け
ど
」と
は

体
温
よ
り
少
し
あ
た
た
か
い
と
感
じ
る
程
度
の
熱
源
に
、
長

時
間
触
れ
て
い
る
こ
と
で
起
こ
る
や
け
ど
が
、「
低
温
や
け
ど
」

で
す
。
普
通
の
や
け
ど
の
よ
う
に
、
熱
さ
や
痛
み
を
感
じ
な
い

た
め
、「
大
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
熱
源
と
の
接
触
時
間
が
長
い
た
め
、
見
た
目
や
痛
み
に
反

し
て
、
皮
膚
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
損
傷
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
普
通
の
や
け
ど
よ
り
も
治
り
に
く
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
手

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
寝
た
き
り
や

要
介
護
状
態
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。

○
特
に
注
意
が
必
要
な
の
は

男
性
に
比
べ
、
女
性
が
多
く
、
や
け
ど
を
起
こ
す
部
位
は
、

下
半
身
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
か
か
と
や
く
る
ぶ
し
、
す
ね

な
ど
は
、
皮
膚
の
下
に
骨
が
あ
る
た
め
に
、
湯
た
ん
ぽ
な
ど
が

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
、
毛
細
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
、
血
流

リ
ン
パ
浮ふ

腫し
ゅ

外
来

当
院
で
は
、平
成
22
年
か
ら
リ

ン
パ
浮
腫
外
来
を
開
設
し
、リ
ン

パ
浮
腫
指
導
技
能
者
の
資
格
を
持

つ
看
護
師
が
、担
当
し
て
い
ま
す
。

○
リ
ン
パ
浮
腫
と
は

リ
ン
パ
管
に
障
が
い
が
あ
る
場

合
に
、皮
下
組
織
内
の
水
や
た
ん
ぱ

く
な
ど
か
ら
な
る
老
廃
物
を
回
収

す
る
能
力
が
低
下
し
ま
す
。そ
の
た

め
、老
廃
物
が
組
織
内
に
蓄
積
さ
れ
、

過
剰
に
溜
ま
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

○
リ
ン
パ
浮
腫
の
種
類
と
原
因

原
因
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、リ
ン
パ
管
や
リ
ン
パ
節
の
先

天
的
な
発
育
形
成
不
全
に
よ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
原
発
性
リ
ン
パ
浮
腫

（
リ
ン
パ
浮
腫
全
体
の
約
10
％
）と
、

が
ん
や
悪
性
疾
患
な
ど
の
治
療
に

よ
っ
て
、リ
ン
パ
節
が
影
響
を
受
け

発
症
す
る
続
発
性
リ
ン
パ
浮
腫（
約

90
％
）と
が
あ
り
ま
す
。

続
発
性
の
場
合
、治
療
後
、比
較

的
早
期
に
発
症
す
る
ケ
ー
ス
と
、

10
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
発
症
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

○
リ
ン
パ
浮
腫
の
症
状

初
期
の
段
階
で
は
、自
覚
症
状

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、症

状
が
進
め
ば
、指
で
押
す
と
指
の

跡
が
つ
き
、重
症
化
す
る
と
皮
膚

は
硬
く
な
り
、押
し
て
も
へ
こ
ま
な

く
な
り
ま
す
。

腕
の
場
合
、腕
全
体
が
重
た
く

感
じ
る
、手
指
の
こ
わ
ば
り
を
感

じ
る
、握
力
が
低
下
す
る
な
ど
、日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。ま
た
、し
わ
が
減
少

し
、血
管
が
見
え
に
く
く
な
り
、左

右
の
腕
の
太
さ
に
違
い
が
で
て
き

ま
す
。

脚
の
場
合
、い
つ
も
の
よ
う
に
歩

い
て
い
て
も
、疲
れ
や
す
く
な
っ
た

り
、足
の
皮
膚
が
か
さ
か
さ
に
乾

燥
し
た
り
、ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で

つ
ま
ず
い
た
り
、足
が
思
う
よ
う

に
上
が
ら
な
い
な
ど
の
症
状
が
あ

り
ま
す
。

特
に
、左
右
の
脚
の
太
さ
に
違

い
が
で
て
き
ま
す
。

○
診
断

リ
ン
パ
浮
腫
が
気
に
な
る
人

は
、当
院
の
総
合
案
内
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科
の

医
師
に
、リ
ン
パ
浮
腫
で
あ
る
か
ど

う
か
診
断
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。

○
リ
ン
パ
浮
腫
外
来
で
の
指
導

自
身
で
ケ
ア
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、個
別
に
次
の
よ
う
な
内
容

の
指
導
を
行
い
ま
す
。

１
、ス
キ
ン
ケ
ア
：
皮
膚
の
乾
燥
を

防
ぐ
た
め
の
保
湿
、皮
膚
の
清
潔

さ
を
保
ち
、炎
症
や
感
染
を
抑

止
す
る
た
め
の
指
導
を
し
ま
す
。

２
、圧
迫
：
皮
膚
を
圧
迫
す
る
た

め
の
着
衣
や
包
帯
な
ど
を
紹
介

し
、そ
れ
ら
の
使
用
、装
着
方
法

を
指
導
し
ま
す
。

３
、運
動
：
皮
膚
を
圧
迫
し
た
状

態
で
の
運
動
を
紹
介
し
、継
続

し
て
で
き
る
よ
う
に
、生
活
の
一

部
に
取
り
入
れ
た
方
法
を
指
導

し
ま
す
。

４
、リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
（
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
：
皮
下
組
織

内
に
滞
っ
た
リ
ン
パ
液
を
、手
で

深
部
リ
ン
パ
管
へ
誘
導
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

５
、生
活
指
導
：
皮
膚
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、個
人
の
生
活
指

導
を
し
ま
す
。

６
、ダ
イ
エ
ッ
ト
指
導
：
体
重
の
増

加
が
リ
ン
パ
管
へ
悪
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

〔
市
立
病
院　

☎
53・２
９
０
１

看
護
師　

松
井　

文
子
〕
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２
０
１
４
年
も
、
あ
と
１
か
月

で
、
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、よ
く
雨
が
降
り
ま
し
た
。

局
地
的
に
大
雨
が
降
り
、
大
災
害

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
起
こ
り
ま
し

た
。今

年
の
主
な
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
３
月
に
は
、
袴

田
事
件
の
再
審
請
求
が
認
め
ら

れ
、
無
実
が
確
定
し
ま
し
た
。
４

月
に
は
、
消
費
税
が
５
％
か
ら

８
％
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
は
、

埼
玉
県
で
、
盲
導
犬
が
何
者
か
に

フ
ォ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
で
刺
さ

れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
長
崎
県
で

は
、
高
校
生
が
高
校
生
を
殺
害

す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
四
国
地
方
を
中

心
に
、
台
風
12
号
が
猛
威
を
振
る

い
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
広
島
市

で
、
大
雨
に
よ
る
大
規
模
な
土
石

流
が
起
こ
り
、
御
嶽
山
が
７
年
ぶ

り
に
噴
火
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神

戸
市
で
は
、
小
学
１
年
生
の
少
女

が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

命
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
件
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
私

が
衝
撃
を
受
け
た
の
が
、
盲
導
犬

が
傷
つ
け
ら
れ
た
事
件
で
す
。
盲

導
犬
は
、目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ

て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
心

の
友
で
も
あ
り
ま
す
。
盲
導
犬
と

し
て
約
10
年
間
、
全
盲
の
人
の
移

動
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
盲
導
犬
も
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
人
が
好
き
な
の
で
す
。

事
件
が
報
道
さ
れ
た
後
、
盲
導
犬

総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
痛

み
を
耐
え
る
訓
練
を
す
る
な
。
か

わ
い
そ
う
だ
」
と
、
犬
を
虐
待
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
抗
議
が
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
痛
み

に
耐
え
る
訓
練
は
し
て
い
な
い
そ

う
で
す
。
犬
が
、
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
と
、
い
つ
も
冷
静
で
い

て
く
れ
る
の
で
す
。

奈
良
県
に
も
、
盲
導
犬
が
い

ま
す
。
盲
導
犬
に
出
会
っ
た
時
に

は
、
い
き
な
り
声
を
か
け
た
り
触

れ
た
り
し
な
い
で
、
必
ず
パ
ー
ト

ナ
ー
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
そ
う

で
す
。

来
年
は
、
さ
ら
に
皆
が
幸
せ
に

な
れ
る
よ
う
な
「
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
実
現
す
る
よ
う
に
、
私

自
身
も
含
め
て
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

〔
人
権
施
策
課　

内
線
２
７
９
〕

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て

141

が
悪
く
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病

や
脳
卒
中
で
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
や
冷
え
性
の
人
は
、

「
低
温
や
け
ど
」
に
な
り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○「
低
温
や
け
ど
」を
防
ぐ
に
は

①
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
は
、
身
体
の
１
か
所
に
固
定
せ
ず
、
衣
服

の
上
か
ら
貼
り
、皮
膚
に
直
接
あ
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
睡
眠
中
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
湯
た
ん
ぽ
は
、
長
時
間
同
じ
部
位
に
あ
て
ず
に
、
カ
バ
ー
を

つ
け
る
、
タ
オ
ル
で
く
る
む
な
ど
し
て
、
直
接
皮
膚
に
ふ
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
電
気
あ
ん
か
、
電
気
毛
布
な
ど
は
、
事
前
に
布
団
を
あ
た
た

め
て
お
い
て
、
寝
る
前
に
は
切
る
か
、
目
盛
り
を
低
く
し
て
、

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
つ
い
横
に
な
り
た
く
な
り
ま
す
が
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
寝
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
乗
っ
た
時
に
、
あ
た
た
か
い
と
感
じ

る
よ
う
で
は
、
温
度
が
高
す
ぎ
ま
す
。
座
る
と
徐
々
に
あ
た

た
か
く
な
っ
て
く
る
程
度
が
、
適
し
て
い
ま
す
。

○「
低
温
や
け
ど
」を
し
た
ら

一
般
的
な
や
け
ど
と
異
な
り
、
水
で
冷
や
す
だ
け
で
は
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
水
ぶ
く
れ
を
自
分
で
つ
ぶ
し
た
り
、
皮

膚
に
何
か
を
塗
っ
た
り
す
る
と
、
傷
か
ら
感
染
す
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
見
た
目
に
異
常
が
な
く
て
も
、
重
症
の
場
合
が

あ
る
の
で
、
自
己
判
断
せ
ず
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
い
季
節
に
な
り
ま
す
が
、
暖
房
器
具

を
上
手
に
使
っ
て
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
８
９
〕
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売
れ
る
な
ど
と
勧
誘
し
、測
量
、整

地
サ
ー
ビ
ス
契
約
、Ｗｅ
ｂ
広
告
契

約
、土
地
管
理
契
約
な
ど
を
結
ば

せ
る
、原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
関

す
る
相
談
が
、60
代
以
上
の
高
齢

者
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。昔
購

入
し
た
別
荘
地
や
山
林
が
、広
告
す

れ
ば
す
ぐ
売
れ
る
と
い
う
、う
ま
い

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。外
国
人
が
土
地

を
探
し
て
い
る
と
い
う
話
を
、う
の
み

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。今
回
の
相

談
の
よ
う
に
、損
害
を
増
や
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、く
れ
ぐ
れ

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、当
該
事
例
に
つ
い
て
は
、奈

良
弁
護
士
会
の
有
志
に
よ
る
被
害

者
弁
護
団
の
立
ち
上
げ
が
、準
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

同
種
事
例
に
あ
っ
た
人
は
、消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．「
土
地
を
買
い
た
い
人
が
い
る
」

「
高
値
で
売
却
で
き
る
」な
ど
の

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
信
じ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

２
．不
審
な
勧
誘
、う
ま
い
話
は
き
っ

ぱ
り
断
り
、執
よ
う
な
勧
誘
が
続

い
た
ら
、電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

３
．お
か
し
い
と
気
づ
い
た
り
、ト
ラ
ブ

ル
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

大
和
高
田
語
り
べ
： 

上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　

上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が

見
て
き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い

ま
す
。

昭
和
初
め
の
商
店
街
を
繁
栄

さ
せ
た
も
の
は
紅こ
う

灯と
う

街が
い

で
す
。そ

の
主
流
は「
カ
フ
ェ
」で
す
。今
、記

憶
に
あ
る
だ
け
で
も
、タ
イ
ガ
ー・

暁
あ
か
つ
き・
田た

毎ご
と・
み
ど
り
や・
バ
ー
桜
・

ヨ
ー
キ
ー・さ
ざ
な
み・パ
レ
ス・マ
ッ

カ
ー・ヴ
ィ
ー
ナ
ス
な
ど
な
ど
、十

指
に
余
る
店
が
あ
り
ま
し
た
。昭

和
10
年
ま
で
が
全
盛
期
で
、女
給

さ
ん（
※
当
時
の
名
称
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
ま
す
）の
サ
ー
ビ
ス
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
が
提
供
さ
れ
る
社

交
場
で
し
た
。女
給
さ
ん
は
純
白

の
エ
プ
ロ
ン
に
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
は

耳
隠
し
、持
ち
物
と
い
え
ば
、栓

抜
き・マ
ッ
チ・
桜
紙（
チ
リ
紙
）で

し
た
。店
内
の
照
明
は
、ほ
ん
の
り

薄
暗
く
、上
手
く
雰
囲
気
を
醸
し

だ
し
て
い
ま
し
た
。「
高
田
の
灯
を

見
な
い
と
寝
ら
れ
な
い
」と
、若
者

が
毎
夜
の
よ
う
に
近
郷
・
近
在
の

村
か
ら
繰
り
出
し
た
も
の
で
す
。

喫
茶
店
の
台
頭
、昭
和
10
年

に
入
る
と
、日
中
関
係
に
暗
雲
が

漂
い
始
め
、紅
灯
街
に
も
徐
々
に

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
カ
フ
ェ
」か
ら
ア
ル
コ
ー

ル
販
売
を
で
き
な
い「
喫
茶
店
」

に
転
向
す
る
店
が
増
え
、モ
ル
ガ

ン・
進
軍
・ヨ
ー
キ
ー・オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・
神
戸
屋
な
ど
、一
町
内
に一
店

は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。喫
茶
店
に

出
入
り
す
る
の
が
モ
ダ
ン・ボ
ー
イ

だ
と
自
負
す
る
若
者
も
多
く
、エ

ノ
ケ
ン（
榎
本
健
一
）の
歌「
酒
落

男
」の
歌
詞
に
あ
る
モ
ボ（
モ
ダ
ン・

ボ
ー
イ
の
略
）そ
の
も
の
で
す
。な

ん
と
も
不
思
議
な
町
で
、戦
雲

と
享き
ょ
う

楽ら
く

の
二
面
性
を
持
っ
た
、変

な
時
代
で
し
た
。同
時
に
、高
田

が
戦
前
一
番
賑
わ
っ
た
時
代
で
し

た
。天
神
橋
筋
商
店
街
の
発
展

が
、隣
接
商
店
街
に
も
波
及
し
、

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
と
広
が
り
、

繁
栄
を
極
め
ま
し
た
が
、大
東
亜

戦
争
に
よ
り
、商
店
街
も
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
り
、あ
の

喧け
ん

騒そ
う

と
殷い
ん

賑し
ん

を
極
め
た
天
神
橋

筋
商
店
街
を
は
じ
め
、各
商
店
街

も
休
業
・
廃
業
に
追
い
や
ら
れ
る

事
に
な
り
、昭
和
20
年
８
月
15
日

の
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

原野商法の二次
被害にご注意！

30
年
ほ
ど
前
、「
絶
対
に
値
上
が

り
す
る
」と
言
わ
れ
、山
林
を
購
入

し
た
が
、開
発
も
さ
れ
ず
買
い
手
が

つ
か
な
い
ま
ま
で
い
た
。２
年
前
、「
外

国
人
が
高
値
で
土
地
を
買
い
取
っ
て

く
れ
る
の
で
売
ら
な
い
か
」と
電
話

が
あ
っ
た
。訪
問
し
て
き
た
業
者
と

土
地
の
媒
介
契
約
を
締
結
し
、土
地

の
測
量
代
や
調
査
報
告
書
な
ど
、土

地
管
理
費
用
と
し
て
、36
万
円
を
支

払
っ
た
。最
近
業
者
が
逮
捕
さ
れ
た

が
、返
金
し
て
ほ
し
い
。

（
70
歳
代
男
性
）

こ
れ
は
原
野
商
法
と
呼
ば
れ
、ほ

と
ん
ど
価
値
の
な
い
原
野（
別
荘
地
、

山
林
な
ど
）を
高
額
で
売
り
つ
け
る

商
法
で
す
。１
９
７
０
年
代
に
問
題

に
な
り
、80
年
代
に
は
取
り
締
ま
り

が
厳
し
く
な
り
、ほ
と
ん
ど
消
滅
し

ま
し
た
。し
か
し
、最
近
、原
野
商
法

の
被
害
者
に
対
し
て
、土
地
が
高
く

● 市消費生活センター ▽相談日時　月〜金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

商
店
街
の

移
り
変
り
と

時
代
背
景
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●

以
前
、未
公
開
株
を
購
入
し
損
を

し
た
が
、そ
の
お
金
を
取
り
返
し

て
あ
げ
る
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

●

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
動
画
を
み
て
い
て
、年
齢
認

証
画
面
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、突

然
、有
料
登
録
に
な
っ
た
。不
安

に
な
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
相

談
機
関
を
検
索
し
、削
除
を
頼

ん
だ
ら
、５
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

「
も
し
、
こ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
ら
…
。」
と

色
々
想
像
し
て
い
る
絵
本
で
す
。
こ
の
絵

本
を
読
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
空
想
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
楽
し

ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
ど
ん
な
も

の
が
浮
か
び
ま

す
か
？

い
し
ば
し
ひ
ろ
や
す 

作
・
絵　／扶

桑
社

『
み
た
い
み
た
い
み
て
み
た
い
』

12 月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
珍
獣
図
鑑
』

成
島
悦
雄 

作
／
ハ
ッ
ピ
ー
オ
ウ
ル
社

『
み
ん
な
知
り
た
い
！
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
の
ひ
み
つ
』

飯
田
守 

作
／
講
談
社

『
超
カ
ン
タ
ン
け
ん
玉
教
室
』

日
本
け
ん
玉
協
会 

監
修
／
金
の
星
社

『
地
震
と
火
山
』

鎌
田
浩
毅 

監
修
／
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

『
ス
マ
ホ
で
馬
鹿
に
な
る
―
子
ど
も
を
壊
す
依
存
症
の
恐
怖
―
』

和
田
秀
樹 

著
／
時
事
通
信
出
版
局

『
だ
い
じ
な
本
の
み
つ
け
方
』

大
崎
梢 

著
／
光
文
社

◎おはなし会
かい

▷とき　12月13日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『ともだちひきとりや』
● パネルシアター	 『どうぞのいす』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　12月20日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『ねえおはなししてよ』
● おはなし	 『二

に

ひきのよくばりこぐま』

今
こ ん

月
げつ

は第
だ い

3土
ど

曜
よ う

日
び

に変
へ ん

更
こ う

です。気
き

をつけてください。

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
があります。

12 月の新着図書

◎「
お
わ
り
」と「
は
じ
ま
り
」

カ
レ
ン
ダ
ー
も
ラ
ス
ト
１
枚
に
な
り
ま

し
た
。い
よ
い
よ
２
０
１
４
年
が
終
わ
り
ま

す
。カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
色
々
あ
り
ま
す
が
、

来
年
は
ど
ん
な
も
の
を
使
い
ま
す
か
？
そ

こ
で
今
回
は
、“
カ
レ
ン
ダ
ー
”や“
１
年
”に

関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を
見
る
』

（
中
牧
弘
允 

著
／
白
水
社
）

「
今
年
は
何
年
？
」と
聞
く
と
、国

に
よ
っ
て
様
々
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま

す
。そ
し
て
、カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
っ
て
い
る

情
報
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。カ
レ
ン

ダ
ー
や
暦
を
通
し
、世
界
の
文
化
に
つ
い

て
、紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
健
康
３
６
５
日
旬
が
お
い
し
い
野
菜
事
典
』

（
田
中
由
美 

監
修
／
学
習
研
究
社
）

産
地
の
努
力
に
よ
っ
て
、多
く
の
野

菜
が
１
年
を
通
し
て
出
荷
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、旬
の
野
菜

は
、栄
養
価
が
高
く
て
お
い
し
く
、カ
ラ

ダ
を
元
気
に
し
ま
す
。こ
の
本
は
、旬
の

時
期
だ
け
で
な
く
、野
菜
の
選
び
方
や

健
康
効
果
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

『
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
さ
ん
の

ふ
し
ぎ
な
カ
レ
ン
ダ
ー
』

（
伊
藤
充
子 
作
／
偕
成
社
）

１
年
中
大
忙
し
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋

さ
ん
。あ
る
日
、布
で
で
き
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
拾
い
ま
し
た
。そ
れ
を
洗
っ
て
お

店
の
中
に
か
け
る
と
…
。ク
リ
ー
ニ
ン
グ

屋
さ
ん
に
起
こ
っ
た
、不
思
議
な
１
年
の

お
は
な
し
で
す
。

あんまんと肉まんを間違えて買ったときも
ショックだよね！

偽ブランドの模倣品や、DVD、ゲームソフトの海賊版など、
ニセモノに関する相談が増えている。

最近のコピー品は、精巧にできているからね。
値段だけで判別もできないんじゃよ。

それと、ニセモノの健康食品や医薬品は、健康を害する
恐れもあるから、特に気をつけないとね。

極端に安い商品は、要注意ですね。

インターネットで買い物をするときは、
本当に困りますよ。

ニセモノを買わされたときのショックは、お金の
損失以上かもしれません。

それは博士だけですね・・・

「ニセモノ」・「ホンモノ」
教えて！
最新情報

●

以
前
契
約
し
た
資
格
取
得
講
座

が
終
了
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
、高

額
な
教
材
代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

◎
二
次
被
害
と
は
、一
度
被
害
に
あ
っ

た
人
に
、以
前
契
約
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、「
解
約
し
て

あ
げ
る
」「
損
を
取
り
戻
し
て
あ

げ
る
」な
ど
電
話
で
勧
誘
し
、こ

れ
ま
で
に
あ
っ
た
被
害
の
救
済
を

装
っ
て
、金
銭
を
支
払
わ
せ
る
こ

と
で
す
。

そ
の
他
二
次
被
害
の
例

◎
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

12
月
29
日
㈪
～
平
成
27
年
１
月
５
日
㈪

ま
で
休
館
し
ま
す
。そ
の
た
め
、12
月
16
日

㈫
～
28
日
㈰
は
、１
人
７
冊
３
週
間
の
貸
出

と
な
り
ま
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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２
年
前
、五
條
の
仮
設
住
宅
で
、パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
き
ま
し
た
。台
風
の
大

き
な
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
に
、年
賀

状
作
り
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。80

歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、パ
ソ
コ
ン
と

プ
リ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。彼
女
は
台
風
の
夜
、家
の
前
の
川

が
ゴ
ー
ゴ
ー
と
唸
る
音
で
目
が
覚
め
、

川
を
見
る
と
、水
が
庭
先
ま
で
迫
っ
て

い
ま
し
た
。夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
て
玄

関
を
開
け
る
と
、庭
は
無
く
、水
は
玄

関
ま
で
き
て
い
ま
し
た
。間
一
髪
、家
を

捨
て
て
避
難
し
た
そ
う
で
す
。そ
の
時
、

辛
う
じ
て
撮
っ
た
一
枚
の
写
真
が
、古
い

携
帯
電
話
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ

の
貴
重
な
写
真
は
、携
帯
電
話
の
中
に

保
存
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
が
、パ
ソ
コ
ン

に
取
込
み
、年
賀
状
に
貼
付
け
る
こ
と

で
、日
の
目
を
見
ま
し
た
。

遠
く
の
家
族
や
友
人
、知
人
に
送
っ

た
そ
う
で
す
が
、他
の
誰
に
も
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
、ま
た
、二
度
と
は
な
い

年
賀
状
に
な
っ
た
と
、大
変
喜
ん
で
も

ら
い
ま
し
た
。年
賀
状
を
送
っ
た
相
手

か
ら
は
、例
年
は
来
な
い
寒
中
見
舞
い

が
届
い
た
そ
う
で
す
。命
か
ら
が
ら
撮
っ

た「
豹
変
す
る
川
の
写
真
」を
絶
賛
す

る
一
言
と
、そ
の
勇
気
を
た
た
え
る
言
葉

が
書
き
添
え
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
は
大
き
く
広

が
り
、私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、広
く
愛
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、十
二
月
は
師
走
、何
と
な
く

気
忙
し
い
月
に
な
り
ま
し
た
。街
角
か
ら

は
、ジ
ン
グ
ル
ベル
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

年
賀
状
は
、も
う
書
き
ま
し
た
か
。

年
賀
状
作
り
に
は
、い
ろ
ん
な
人
の

思
い
が
あ
り
ま
す
。手
書
き
が
一
番
、

毛
筆
書
き
が
良
い
、と
言
う
人
も
い
ま

す
。中
に
は
、パ
ソ
コ
ン
で
の
年
賀
状
作

り
が
楽
し
み
で
、早
く
か
ら「
来
年
の
年

賀
状
は
、趣
味
の
家
庭
菜
園
で
と
れ
た

き
ゅ
う
り
の
写
真
を
使
お
う
」と
話
し

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。各
パ
ソ
コ
ン
教

室
で
も
、年
末
に
は
、年
賀
状
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

人
は
、一
生
で
多
く
の
人
と
出
会
い
、

付
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、連
絡
を
取
り
合
う
回
数
も
少

な
く
な
り
ま
す
が
、年
賀
状
だ
け
は
必

ず
交
換
し
て
い
る
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
年
に一
度
の
大
切
な
年
賀
状

で
す
。心
を
込
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀

状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
年
後
は
、好
き
な
絵
を
描
い
た

り
、カ
メ
ラ
を
片
手
に
、四
季
折
々
の
撮

影
旅
行
に
出
た
り
、家
庭
菜
園
を
楽
し

ん
だ
り
と
、趣
味
を
生
か
し
た
第
二
の

人
生
が
始
ま
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
趣

味
の
作
品
を
発
表
す
る
場
と
し
て
も
、

年
賀
状
作
り
は
良
い
と
思
い
ま
す
。趣

味
の
作
品
を
何
回
で
も
見
直
し
、納
得

す
る
ま
で
修
正
で
き
る
の
で
、そ
れ
が

楽
し
い
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

毛
筆
で
、来
年
の
干
支「
羊
」を
何

枚
か
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。良
い
と
思
う

一
枚
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、パ
ソ

コ
ン
に
取
り
込
み
ま
す
。文
書
作
成
ソ

フ
ト
を
立
ち
上
げ
、は
が
き
を
選
ん
で
、

毛
筆
画
像
を
貼
付
け
ま
す
。サ
イ
ズ
と

位
置
を
調
整
し
、そ
の
上
に
挨
拶
文
を

書
き
込
み
ま
す
。素
晴
ら
し
い
オ
リ
ジ

ナ
ル
年
賀
状
の
完
成
で
す
。

絵
や
漫
画
も
、同
じ
要
領
で
す
。デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
、Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

か
ら
簡
単
に
取
り
込
め
ま
す
。ア
ナ
ロ

グ
カ
メ
ラ
は
、一
度
現
像
し
て
プ
リ
ン
ト
し

た
写
真
を
、複
合
プ
リ
ン
タ
ー
で
ス
キ
ャ

ン
し
、画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◎
高
田
パ
ソ
コ
ン
教
室

年
賀
状
作
り
は
、「
何
で
も
相
談
」で

対
応
し
て
い
ま
す（
教
室
開
催
日
の
午

後
）。

▽
と　

き　

10
月
15
日
か
ら
月
２
回
、

全
12
回　

水
曜
日
午
前
開
催

▽
と
こ
ろ　

奈
良
県
中
和
労
働
会
館

（
西
町
１
―
60
）

▽
問
い
合
わ
せ

電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・８
５
２
０

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

パソコンで、オリジナル年賀状づくり

アドバイザークラブです

こちら電子自治体

こ
の
坂
道
は
、ど
こ
へ
つ
な
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。大
人
も
子
ど
も
も

興
味
津
々
で
す
。

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
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